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一般社団法人官民共創未来コンソーシアム エバンジェリスト 

 

 

活動拠点 全国 

略歴 

1987年 姫路市入庁（情報管理課）。2016年 総務局情報政策室課長補佐 

2021年 政策局企画政策室主幹兼デジタル室長。 

2022〜2023年 政策局デジタル情報室主幹（DX戦略・スマートシティ担当）。 

2023年 7月 CocreCoコンサルティング合同会社設立・代表就任。 

2023年 9月 総務省「地方自治体のデジタルトランスフォーメーション推進に係る

検討会」構成員就任 

こんなことを 

相談できます 

①自治体 DX計画策定・デジタル戦略 

・官民データ活用推進計画・自治体 DX推進計画・デジタル戦略の策定支援。 

・庁内 DX推進体制の構築・デジタル人材育成・確保に関する助言。 

②マイナンバー・情報システム最適化 

・マイナンバー制度運用や教育研修に関する相談。 

・マイナンバーカードを利用（JPKI利用）したサービスに関する相談。 

・情報システム最適化計画・標準化・データ連携基盤構築の支援。 

・情報システムの調達支援・導入支援 

③EBPM・データ利活用・セキュリティ 

・行政情報分析基盤（データ分析基盤）の企画・構築・活用に関する相談。 

・データ利活用における法制面からの個人情報取り扱いの整理に関する相談。 

・情報セキュリティ対策・ICT-BCP策定の助言。 

・AI利活用、働き方改革、スマートシティ事業構想企画への支援。 

自治体向け 

メッセージ 

自治体では、情報部門でデジタル施策やシステム導入に幅広く取り組んだ他、福祉窓

口や市総合計画策定、教育の情報化にも取り組んできました。これらの経験をベース

に、現在も行政ＤＸ、教育ＤＸで自治体を中心に支援しています。将来を見据え、庁

内ＢＰＲに挑戦するとともに、住民の QOL向上に向けた自治体デジタル政策を一緒に

考えて行きましょう。 

 

＜主な専門分野＞※特に得意とする専門分野を３つまで掲載 
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＜地域情報化に関する実績＞ 

マイナンバーカード多目的利用の推進（H28～） 

・利用者証明用電子証明書を利用した図書館図書貸出サービス導入（全国初） 

・播磨圏域連携中枢都市圏の図書館相互利用におけるマイナンバーカード共通利用の推進 

※H30「情報通信月間」近畿総合通信局長表彰 

・券面事項入力補助 APを利用した申請書自動作成サービス導入 

・（H29 総務省実証）マイナンバーカードによる高齢者バス優待乗車 

・自治体マイナポイント事業の実施（R3～） 

姫路市版スマートシティ事業の企画・立案（デジ田 Type3採択） 

【寄稿】 

・月間 J-LIS（地方公共団体情報システム機構、株式会社ぎょうせい） 

・住民行政の窓（日本加除出版株式会社） など 

・月刊都市問題（後藤・安田記念東京都市研究所） 

【講演等】 

・関東総合通信局「地域情報化広域セミナー2020in 関東」ディスカッション 

・近畿総合通信局「地域 IoT 実装推進セミナーin 姫路」講演・パネルディスカッション 

 など 


